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{臼的i
短期間のクレアチン(Cr) により箆時間・瀦強度・繰り

返しの運動パフォ…マンスが偶ょすることが知られている‘

これは，一つにはクレアチン摂取により，筋内のクレアチ

ンリン磁(PCr) 営者;誌が増大するため.結時間・務強度

でのパフォーマンスを向上させると考えられている.

Cr 摂取により発揮パワ〕が向上すると，それに作い鰐の

動員も機加することが予懇されるが，との点に燦jしてこれ

まで金ぐ明らかにされていない.接近， j事動援の鶴気炎 B島

断像 (MRl)から，筋の動員を評価ことが可能となってい

る.そこで本研究は，短郷関の Cr摂取によりパフォーマ

ンスが向上し，それに伴って筋の動員も増加するという叙

説について検討した.

{方法i
縫B誌な 12名の男性被検者会 Cr群(0=6)とブラセポ(PI) 

欝 (n=6) に分け， Cr群は 18 30 gの Crを PI群はデ

キストリンを連続 5日間被取した.サブ tJメントの摂取前

後に. 6秒間の全力ベダリングを巣立る日に 2，5及び 10
セット行い，最大パワ…と淳均バワーを ~J 定した，また.

それぞれの選動訴後に!!n.!:T乳酸濃度の撰11在宅を行った、 MRl

を潜いて安静時と各セットの運動後 iごす2強縄線 (PastSpJn 

Ecbo法 I TR!TE: ]500/30.90 ms)で大腿部 5式1所の機新告診

を撮影し，その磁像から T2健 (ms) を算出した.また得

られた 5カ汚?の横断換における筋新磁績から大j腿部の絡体

積を算出した.

{結果と議苦難l
本研究では， 1日 30g.5日間の Cr摂取により 2.5， 10 

セットの自転車運動中の最大バワ…と王手均パワーに鷲辻銘

められなかった，アメリカスポーツ目立学会の見解によると事

先行研究の 3分の 1は，鑑期熊の Cr摂敬がパフォ }γ ン

スの!向上を認めないとしている.本研究もそれを支持する

結巣となった.これには，用いた被検者の特性，パフォー

マンスの詳錨搭態および Cr様践がもたらした筋内の生

理・生化学的特性主主ど綾数の袈邸が考えられるが.本研究

からどの饗践がこのような結果をもたらしたのかを特定す

ることは臨難である.

本研究の純泉，箆擬関の Cr摂取は筋の動員パタ…ンに

影響を及ぼさなかったが，これはパフォーマンスが向上し

なかったことによるものか，あるいは短期間の Cr摂取に

よるものかどうか泣.本研究の結線からは明らかにすると

と誌できない‘また，選勤役の法l~þ 乳酸濃度にも変化がな

かったことから，選勤時の解様系の関与も Cr段取前後一ぜ

はほぼ降線援であったことが考えられる，

以上の結果から，本研究では，短期間の Cr摂取により

自転1紅建動中のパフォーマンスおよび大腿部の動員総に変

化はみられなかった.今後，パフォーマンスが向上する Ct

撰敢法を検討し， Cr鎮取によりパフォ…マンスが向上し

た鞍における大韓部の動員鍛の変化を明らかにする必要性

が認められた漏
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